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土星が月に隠される１２月８日 

遠ざかる紫金山・アトラス彗星 

紫金山・アトラス彗星が１０月には西の空に姿を現し、長く尾を引いた立派な姿を見ることがで

きました。 

１１月に入ってからは、地球からだんだんと遠ざかりつつある中で、肉眼では見えなくなりました

が、天体望遠鏡でははっきりと確認でき、下の写真のように尾を持った姿として撮影することがで

きました。これからもしばらくは、天体望遠鏡を使えば見えることでしょう。 

 
２０２４年１１月９日神津牧場天文台（群馬県）で撮影（２５センチ口径の天体望遠鏡を使用） 

 

土星が月に隠される 

 

２００２年に見られた土星食 



１１月８日（日）の午後６時過ぎに土星が月に隠されます。続いて午後７時台には月の背後から

出現します。とてもめずらしい現象ですからぜひご覧ください。 

肉眼でも目の良い人には見えるかもしれませんが、双眼鏡か天体望遠鏡を使えば確実に見ることが

できます。 

なお、天体望遠鏡で観察すると、土星の環の傾きが上の写真のように広がっておらず、環はもっ

と細く見えることをご承知おきください。また、土星が隠される月の部分は、月の輝いている部分

ではなく、暗い部分に隠されることをご承知おきください。なお、土星の出現は、月の輝いている

部分からとなります。なお、この現象は関東地方では見られますが、日本全域でいうとみられない

地域もありますので、ご注意ください。晴れてみられることを期待します。 

 

ふたご座流星群が今年も見られる 

彗星などが宇宙空間にまき散らしたダスト（チリなど）が地球に落ちてくると流れ星（流星＝り

ゅうせい）となります。毎年１２月１４日前後に地球が通過する公転軌道上にあるダストから発す

る流星は、ふたご座流星群といって、毎年この時期に夜空をかざってくれます。寒い夜でも見る価

値がある明るい流星が見られる流星群です。 

流れ星は、短くシュッと流れるものからスーとゆっくり１秒以上かかって流れるものまでさまざ

まで、さらに消滅前に爆発するように見えるもの、色が変化していくものなど楽しむことができま

す。ふたご座流星群が見られる期間は、１２月１０日から１８日まで。極大日は１３日の夜から１

４日の明け方にかけてとなります。この時は、１時間当たり４０個程度が流れるといわれています。 

ただし、今年は月明かりの影響が大きく満月前の明るい月が輝いていますので、月の方角を避け

て星空を仰ぎ見ましょう。良く見られる時間帯は、１４日の午前 3時過ぎに月が西の空に沈んでし

まいますので、夜明け前 1時間ほどは月明かりの影響を受けずに良い条件で観察できます。 

 
流星（写真はしし座流星群の流星に見られた色の変化が見られる流星） 

 

１２月の星空 

関東地方では１２月はお天気が晴れの日が多く、寒い中ですが、空が澄んで星空が美しく見えま

す。冬の代表的な星座のひとつおうし座にはとても明るい木星が輝いており、夜空の中にすぐにみ



つけることができます。 

おうし座がみつかったら、周囲の星座もさがしてみましょう。 

おうし座の北側には１等星カペラのあるぎょしゃ座が五角形の星の配列になってみつけやすく、

一度みつけると忘れない星座となることでしょう。 

ぎょしゃ座の隣にはふたご座があり、火星の赤い輝きもその付近に見られます。 

おうし座の東側にはオリオン座が見られ、西側にはペルセウス座、おひつじ座それにくじら座と

いった秋の星座もまだ見られますので、冬の星座と共にさがしてみましょう。 

 

１２月の惑星 

水星 

１２月６日に内合となり、２５日に西方最大離角となります。下旬には明け方の東の低空に見え

ます。 

（明るさ２.１～－０.４等級） 

金星 

宵の明星として、夕方の南西の空に明るく輝いています。 

来年の１月１０日に東方最大離角を迎えます。 

（明るさ－４.２～－４.５等級） 

火星 

２０２５年１月１２日に地球に最接近しますので、とても明るく輝いて見えます。 

ふたご座の１等星ポルックスに近い位置に見えますが、赤く輝いていますので、すぐに見つけるこ

とができることでしょう。 

（ 明るさ-０.５～－１.２等級） 

木星 

日没後、西の空では金星が明るく輝いていますが、東の空からは木星が煌々と輝いて見えます。 

付近には、おうし座の１等星のアルデバランも輝いていますから、すぐに見つけることができます。

（－２.７～－２.６等級） 

土星 

日没の南の空、みずがめ座の中で輝いています。 

１２月８日には月と接近します。関東地方などでは星食として、月に隠される現象が見られます。

本体を取り巻く環が細く見られるようになってきました。機会を見て天体望遠鏡で確認しましょう。 

（１.０～１.１等級） 

 

１２月の天文情報 （月齢は正午の値） 

日 曜日 月齢 天文現象など 

１ 日 29.6 新月 

２ 月 0.9  

３ 火 1.9 月の距離が最遠 

４ 水 2.9  

５ 木 3.9 細い月と金星が接近 

６ 金 4.9  

７ 土 5.9 大雪（二十四節気） 

８ 日 6.9 月に土星が隠される（土星食） 木星が衝 月面Ｘが見える 

９ 月 7.9 上弦の月 月が天の赤道を通過北半球へ 



１０ 火 8.9  

１１ 水 9.9  

１２ 木 10.9 月の距離が最近 

１３ 金 11.9  

１４ 土 12.9 ふたご座流星群が極大 プレアデス星団の食 

１５ 日 13.9 満月（コールドムーン） 月が木星に最接近  

１６ 月 14.9 月の赤緯が最北 

１７ 火 15.9  

１８ 水 16.9 月と火星が最接近 

１９ 木 17.9  

２０ 金 18.9  

２１ 土 19.9 冬至（二十四節気） 

２２ 日 20.9  

２３ 月 21.9 下弦の月 月が天の赤道を通過南半球へ 

２４ 火 22.9 月の距離が最遠 

２５ 水 23.9 おとめ座スピカ（α星）の食 水星が西方最大離角 

２６ 木 24.9  

２７ 金 25.9  

２８ 土 26.9  

２９ 日 27.9 月が水星に最接近 

３０ 月 28.9 月の赤緯が最南 

３１ 火 0.2 新月 

 

１２月の星空 

 

１２月の中旬、午後９時ころの星空です。この星図は、㈱アストロアーツの許諾を受け、天文ソフト

「ステラナビゲータ１２」を使用しています。 

 

 

 


